
ら　い､ち　ょ　う

Japanes Ptarmigan

らいちょうは厳しい真冬でも高山に留り､ミヤマ-シノ牛やダケカバなどの樹木の花穂を

餌としています｡写真は左がメス､右がオスでまだ純白の冬羽を装っていますが､ 5月頃

の雪どけと共に次第に褐色のまだらを増して審判に変ります｡ (引回一旬北了で掘,Fク)

NO｡2　　1956年3月20日 大町山岳博物舘後援会　発行
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色の変る山の動物
-らいちょう･えちごうさぎ･やまいたち-≡

サーッと吹きすさぶ寒風が山の頂に雪ピを作り､あたりに惣嫁も

つかぬ世界が現出する時､シラピソの原始林､その下に拡がる山琵

-‡訊まアルプスに棲む動物たちにとってit心の温床としてのすみか

を与える｡高山植物が赤､黄とさまざまに色ずけちれ､しばらくの

問の美しきが過ぎ去ると､岩壁も､波打つ-イマツも雪に蔽おれて

しまう｡動物たちは雪に-追われて下-下-と移って行く｡食物が得

られないからだ｡こんな雪の世界に自然の荒々しさと戦いながら､

他の動物た8-から取り残されて生活しているのかライチョウである

彼等の外敵は吹雪や雪崩､それがナではない｡績猛なイヌワシが彼

等を常に襲いかかろうとしている｡あたりは自一色､そんな環境に

褐色の彼拳がとびまわっていたら､イヌワシの目標になってしまう

のた｡彼等は長い進化の歴史を経過して､現在ある姿一一全･身､純

白色､ただ､外側尾羽と､雄がナとあるが眼光が黒色一一に冬変る

という形質を得ることがござた｡そして､環境に-llHr,よした身は自身

を護るという結果になった｡

ライチョウは2,400M以上の高山､ -イマツの生育している地

描だけに棲息している｡彼等の食物は高山植物の薬､蕾､実､そこ

をすみかとする昆虫､蜘蛛などCある｡夏の間は･､イマツを縫って

ハナゴケのカーペットを､岩轢弛をと背､下顕､胸は黒色で､一面

らいちょうのヒナ(6月中旬)

に褐色の細い横斑を蜜生し､陽

の白い彼等が雌を､或は雄を求

めて動きまれる｡その中でも､

山肌を飛ぶライチョウの姿は特

に:美しく感せられる｡巽の風切

羽は夏でも純白色､銀色に光る

そのさま､中央の二枚を除いて

黒色で'ある尾をたなびくさま一

五月になると彼等は頚木の間､

又は草間の地上に田所を造り､

枯草.落葉､苔などを敷いて巣

をつくり､ 5-12個の卵を生む

こうして彼等は､高山の烈しい

気候と戦いながらヒナとの新し

い生活が始まるのであ,:l｡自然と.調和して自己の生活を護りぬくた

めに､ライチョウと同じタイプの捌初がそれぞれの生梧範囲をもっ

て､山の自然に溶けこんて棲息している｡その中にエチナウサギと

ヤマイタチがある｡

エチゴウサギは大体北緯36蔓以北に分布するといわれ､平地か

ら2,700M位の-イマツ帯までの林､草地に棲み､薬､樹皮､昆虫

を食べて生活している｡彼等は冬､下の林に移動する仲間だ｡彼等

の大敵はキツネ､クマタカなどで､これも叉悩みの多い生活をして

いるのた｡冬毛には犬別して二型がある｡その一つは不変型で多く

は肉桂色である｡もう一つの型は夏､背面に黒い毛を生じ､尾にも

黒色帯があるものだ｡ライチョウと同じように彼等も冬になると白

色に化し､自分の身を､外囲と紛らおしくしてしまう｡自然は彼等

が生を続け､復籍の子孫を繁栄させるために､彼等を祝福したのだ

ヤマイタチはエチゴウサギよりずつと小さな動物で､オブジヨ

ともいわれ､本州中部以北の高山群の駒岡､絶壁の小孔､君臨を生

活舞台とするす速い小動物である｡細長い体は夏毛では背面､四肢

の外面や尾は膿灰褐色で､尾の端の毛が黒い｡彼等もやはりキツネ

ネコなどに追いまわされる｡ヤマイタチは野鼠､野兎､鳥旗などを

捕殺する｡生存競争はここにも彼等の平な生活を乱しているのた｡

本州特産の高山獣であるこのヤマイタチもエナナウサギのように稽

んど冬季は山箆に降る｡その頃の彼等の体は光沢のある純白の毛で

蔽われ､尾端だけは黒色の毛のままである｡その不調和の可愛らし

さが､何か自然の法則が彼等の体をそうさせたのだと訴えているか

のようだ｡こうして山に棲むこれらの動物たちは冬と共に､それぞ

れの体を冬の体にさせられてしまうのである｡
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5月頃北アの融雪が始まると､純白の冬羽に黒い羽が混じ始める｡

言語認閣議霊 � ��劑� �� � 

∴!∴ ��剪ｦ � �% 

謎擬態滋 ��������ib∴｢ �� ��乏�ﾗFｲﾒﾒ��X���

∴∴ 抹�ﾉM�ｲ��� �� ��
) �� ���ｽ籐M�ﾒﾖ�3ﾖ��∴ ��iヽ ヽ- �� 

一躍 :..-_+-I..*' �｢�������������､��耳ｶ9>U���� ��磯 ン/ ��ノ 

I-_'_''1 舶�粤ﾓｩ�I&ｸ�ﾒﾂ籌憧��>R簫ﾓ｢粐耨ﾒ粫�� �� ��

･==ii灘鴇==-a-T==--=荻麟灘I ∴,i∴∴∴∴∴ I.I.I-: � �� ��r�∴ 

語& ��∴∴ ��隷 ��

夏山に入ると羽毛はずつかlJ夏羽に変IJ燭団の岩礁の巨に似る｡

ヤマイタチの冬毛は純白で尾端の毛のみ黒い｡夏毛は暗灰褐色
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ェチゴウサギの冬毛は大きく分けて2型で､一つは不変型で他の-型は白化型である｡写真は後者の型で左が冬毛､右が夏毛である｡昨年

蕃寄贈をうげ､雑草､野碧｡餌付けを行い偉藤色の変化.を観察して来たもので夏毛は黒褐色をおび､北了に雪が訪れ誹酬旬部から白化する

あずみちようちんごけについて

Moium(Rostrata)TezuKae Sakurai

私たちがふつう｢こけ｣と呼んでいる植物の仲間は､学問的には

｢葎苔類｣という楠物の分類大系に属するものの惣称です｡この薙

苔演は､一般にしめりげの多い所を好んで生えるもので､濁度の高

い日本には､諸外国にくらべてより多くの種類が生育しているとい
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A　全　形 B　糞　繚

おれ､現在日本に産するものとして､約3000種があげられていま千

けれども､このように葎苔頚は一様たくさんの種類が記録されてい

るのですか､たとえば､食べられるとか､薬になるとかいちょうに

腫接人のためになることがないので､また､小さくて研究するのに

難しい植物なので､輿味を持つ人が少く､まだまだ今後の研究に期

待されるとこちが多く､新しい睡類が方ほうで龍見されつつありま

す｡ことにおが日本アルプス地方からは､最近ぞくぞくと新種､珍

稲が兄い出されてio･り､今後私たちが､より構蟹な調査を行うこど

によって､日本の薙苔類研究の推喪に大いに寄与するであろう睡類

がたくさん発見されることが予想されます｡

さて､ここにあげた｢あずみちようちんごけ｣は､胞子の出来る

袋が(胞子裏という)ちようちんの形をした｢ちようちんごけ科｣

という薙頓の(･1個の1唖で､昭和27年.居谷里の水源地内の土上で

採集されたものでありますが､日本で初めての睡類であることがあ

かり､東京の共立女子薬軒大学の桜井久一博士によって､ ｢楠物研

究確認｣という専｢醐議に､親臨として経表されたものであります

情ちよ引&. 1枚の薬の大きさが5mm内外になり､生長した婆

の先端が地についてふえて行くので､土上に､高さ　3cmぐらいに

かたまってはえています｡このこけに似た種類で｢おおばちようち

んこけ｣という輯類がありますが､薬の縁の所にある鋸の歯のよう

なもの(図参照)が､ 2-3個の脚色よりなっていることがちかい

ます｡ ｢あずみちようちんごけ｣という名まえは､安曇執こ特に発

見されたちようちんごげの1轟ということからつけられたものだそ

うです｡

屈谷里湿原からは､この

ほかまだ正式に発表されて

いませんが､新種と思われ

る種類が今までだけでも5

種類ほど採集されており､

それだけでも､居谷里湿原

は植物学的に貝亜な場所で

あると言えると思います｡

なお､慈苔類の採集法､

標本のつくり方などについ

てしりたい方は博物館の方

-問い合せてください｡
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多の四ケ庄盆地の風俗
･iiiiiiiiii･･-iiiiiiii映こつばヽを持つ大川i…iiiiiii順=i

こつばは雪の深い山榔こ多く見られるもので､地方によりコス牛､

雪コシラべ､コツパなどと呼んでいます｡塵取の雪落し､道路の除

雪に用いられ､材酬こぼ雪のつかないミネバl)､イダーYなどの材を

使用しています｡大きさにより色々の韻頻があり､特に大きなもの

は12尺位あります｡今年は近田こない大雪で､北ア山麓では人々が

除雪に大忙しです｡写真は長野県北･友愛邪神城内の風俗てす｡

後　援　会　員　募　集

博物館後援会の会員を募集しています｡年緋千国を納める団体なら

びに､年郷三百冊l上を納める個人を正会員といたします｡会員に

は次のような梼典がありますo

1,博物館の講陪硝子部を通知し参加の硬を('j●か;:10

2,毎月㍉やまと博物館ミを配布する0

3,団体に儲1師､精華都鵬の求めに応じる｡

4,博物鍋こ支障のない限り､博物館の質樹(標本､図馨･写真･図

板等)器具の借り出しをあっせんする｡

5,その他博I桝肝C種名同定､研究脂営な需培L屯の優性をうけるあっ

せんをする｡

6,いつでも博物鍋を無料で鶴首ござる｡

【博物館より】　　　2月20日巣楯のしおり施行21日
/,巣箱のかけ方と作り方ク溌行25日屠谷豊地区調査打合会3月

2日学芸部会(居谷里調査打合) 5日田辺和雄氏来館(カモシカ撮

影､高山植物スライド鑑賞) 9日富士映画若今村氏来館(映画撮影

打合) 10-12日居谷里調査惣合打合会15日博物館学級開設

準備会17日～18日郵兎狩り(臨島槍山縫､大町営柄磐と協力)

お知らせ　本紙の購読を御希碧の方には実費1部10

円でおわけします｡但し遠方の方は郵送料の実費を

いただきます｡　　　　　大町山岳博物館後援会

開発される大
町スキー甥

今シーズン大町スキー

場を訪れとスキーヤー

は約3万人､積雪に恵

まれで垂日にぎわって

います｡市で.はリフト

建設を計画しています

が､博物館でも同地周

辺の雪賛調査をイ十って

おります｡ (写真下)
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繕擢岳善子こちやん
募集中のかもしか嬢の名前は､緬切の15日までに県の内外から58名

の皆さんが応募されました｡博物館では槙寵審査の上ミ富子ミ(た

け子)を選び近く命名することになりました｡多数の応募者の方か

ら次の10名の皆さんが抽選で入賞と決まり､近く博物館から賞品が

送られます｡　◇入賞　　山崎飾子(大町市五日町)　大庭政子(

大黒町2の6)　福田美佐子(松本市下横田町)　吉沢哲郎(大町

市下仲町)　淀求馬(南小谷村川内)　◇佳作　　宮坂文男(諏訪

郡原村)　小林しける(上伊榔郡長野町土屋柄暁)　藤'AIJ_- (南

要塞郡三郷村)　前田居(南玄袈郡安寒村)　樽沢とみ時(束銃撃

都筑摩地村上田)

8動物がぞくぞく入館8
線天然色映画ミァルブスの鰭異ミに曲寅するため､今月末からいろ

いろの動物が博物館入りします｡まず20日掛東京から耕グマ､仔グ

マ､キツネなど6匹を第1陣として､シカ､仔ジカ､ ′JJT'/レ､イノシ

シなど20匹が引き続き入解します｡映画撮影が終るまで｢呼物館で保

管し､一般にも公開されます｡場所は本館の東側聖地｡

ヽ日本アルプスの驚異ヽという蜘辞防圭態映画の撮影が3月

下旬から本税の協力で開始されますが､撮鰍こ当って下記に

ついてみなさんの脇力を謹んでいます｡

◎郡内でI)ス､カラス､カケス､その他鳥獣旗の巣をなつけ

たら､ただちに博物館-御連絡下さい｡

⑥ウソ､カケス､アトU等の眈鳥を飼育している方や捕燈さ

れた方がありましたら御提供下さるよう御願いします｡以上

についで聖経或いは提供して下さった万には薄謝を呈します

(今目の富贈)ホシシユウモモンガ1体　大町市高即す倉科穂勇氏

チョウダンボウ1棒　大珂市債町峰村和男氏､サルの脱脂1体　大

町市常盤満水降旗潔氏､キジ雄1偉　大甲南横町西沢-義民｡

編集後記　春の足音がすぐそこ即披.ているのに､北アルプス

の山艶はまだ雪に覆われています｡こゝでは本当の蕃はまだ遠いよ

うです｡四月から博物館の居谷里調査が始められますが､本紙も調

査の模様を多角掘こ載せていくつもりです｡後援会には大ぜいの皆

さんから､新しく入会していただいておりますが､今後ともますま

す会を推展させていきたいと思っています｡本紙については御感想

をどしどしお寄せ下さい｡編集上の御希理などもお聞かせ下さい｡

罰正　前号3頁ヽかもしかヽに就ての｢身長は1cmくらい｣は1

mに､ ｢シラビなどの襲｣はシラピソにつき､訂正いたします｡
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